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東福寺神社だより (2)

謂 南宮神社 高丘 (畑地 )の下にあった
県「i=文 :昨 『il濃 1可lll社明細帳』の記載のところ

匝亜コ 南長野運動公園の字名地図

＞
Ｕ
ス
タ
ジ
ア
ム
の
西
側
玄

関
脇
、
体
育
館
の
北
側
に
あ

た
る
所
に

「南
宮
之
跡
」
碑

が
建
つ
っ
元
あ
っ
た
場
所
か

ら
は
少
し
離
れ
て
い
る

ユ

Ｚ

曰
合
資
場

明
治
時
代
初
期
、
四
集
落
の
神
社
を
併

合
さ
せ
た
も
の
が
東
福
寺
神
社
で
す
、，
と

こ
ろ
が
、
上
組
の
村
社

・
南
宮
社
が
ど
こ

に
あ
っ
た
の
か
判
明
で
き
ず
に
い
ま
し
た
。

今
回
、
県
庁
行
政
文
書

「神
社
明
細
帳
』

に
記
載
の
市
宮
社
跡
地
を
占
地
図
よ
り
探

り
出
し
た
　
南
宮
八

．^
四
番
地
は
、
図
Ｉ

に
示
し
た
所
に
所
作
し
て
い
た

南
長
野
運
動
公
園
増
設
前
は
、

一
面
の

水
田
地
■
の
中
に
、
こ
こ
だ
け
ｌ
ｍ
ほ
ど

高
い
丘
陵
の
よ
う
な
畑
地

（
一
反
五
畝
）

に
な
っ
て
い
て
、
そ
の
片
隅
に
神
社
が
あ
っ

た
石
標
が
建
っ
て
い
た
こ
と
を
、
上
組

。
中

組
の
水
田
耕
作
者
の
多
く
が
記
憶
に
残
っ
て

い
る
。

「
こ
こ
は
、
蛇
が
た
く
さ
ん
い
た
所

だ
っ
た
」
っ

現
在
、
サ
ッ
カ
Ｉ
Ｕ
ス
タ
ジ
ア
ム
の
西
側

２
Ｆ
玄
関
脇
に

一南
宮
之
跡
』
の
碑
が
立
っ

て
い
る
。
元
の
場
所
と
は
少
し
ず
れ
て
は
い

そ
の
発
掘
調
査
分
析
研
究
報
告
が
こ
の
論

文
で
、
筆
者
は
、
南
宮
遺
跡
出
ｔ
品
の
整
理

に
永
年
携
わ
っ
て
き
た
鳥
羽
英
継
先
生
で
す
。

長
野
県
考
古
学
会
に
は
す
で
に
、
こ
の
論
文

は
発
表
さ
れ
て
い
ま
す

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
タ
ジ
ア
ム
の
真
下
に

豪
族
居
宅
と
神
社
跡

冬
季
オ
リ
ン
ビ
ッ
ク
開
開
会
式
場
の
地
下

か
ら
発
見
さ
れ
た
南
宮
遺
跡
は
、

１０
世
紀
中

頃
の
巨
大
な
古
代
遺
跡
で
、
大
き
な
区
両
溝

と
自
然
流
路
で
川
ま
れ
た

一
町

（約

．
●
九

ｍ
）
四
方
の
居
宅
空
間
が
、
完
掘
に
近
い
状

態
で
発
見
さ
れ
た
と
記
し
て
い
る
ぃ
そ
し
て
、

そ
の
居
宅
内
部
に
豪
族
の
存
在
を
明
確
に
示

す
、
す
ぐ
れ
た
選
構
や
遺
物
を
伴
っ
て
の
発

見
で
あ
る
と
。

豪
族
の
主
屋
は
、
掘
立
柱
建
物
の
形
態
で
、

る
が
、
し
っ
か
り
そ
の
跡
地
が
残
さ
れ
い
る

こ
と
は
あ
り
が
た
い
¨
上
組
村
社
、
南
宮
神

社

（祭
神

・
金
山
彦
命
）
は
、
東
福
寺
神
社

に
と
っ
て
人
事
な
社
で
す

こ
の
南
宮
社
と
は
別
に
、
運
動
公
園
下
の

遺
跡
か
ら
、　
一
」
●
］
年
前
の
豪
族
居
宅
跡

地
に
古
代
神
社
が
あ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

て
い
る
の
で
す

西
と
東
に
庇
を
持
っ
て
お
り
圧
――――
×
二
間
の

規
模
で
、　

Ｆｒｔｉ
積
は

一
¨
ｉ
市
で
選
跡
内
で
最

大
の
建
物
で
あ
っ
た
「
副
屋
と
言
わ
れ
る
建

物
も
ヒ
五
面
の
面
積
を
も
つ
墜
穴
住
居
で
、

そ
し
て

一
般
住
居
か
ら
あ
ま
り
出
―‐
し
な
い

緑
釉
陶
器
の
出
土
が
飛
び
抜
け
て
多
く
、
銅

鈍
の
出
土
も
飛
び
抜
け
て
多
く
出
上
し
た
と
。

銅
鈍
は
食
器
の
序
列
か
弓
い
く
と
緑
釉
陶

器
よ
り
も
更
に
上
位
の
も
の
で
あ
り
、
仏
器

と
も
考
え
ら
れ
る
　
　
　
　
・

高
級
品
で
あ
る
．

須
恵
器
の
大
甕
が

出
土
し
て
い
る
こ

と
は
、
宴
会
や
儀

式

・
祭
祀
用
に
酒

な
ど
を
入
れ
た
も

の
で
、
豪
族
が
集

イヤノ身村

―

‐

― ・

」と月ゞ栞」こ
ヽヽ    イし

|し、、_隷 ,

ね本ユヒノ
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▲御厨村との境界に、籾子田 。南宮・池田の字名地が見える。南宮社は

この南宮の一角にあつた (● 印の所 )。 一反五畝の畑地になつていて、

高く盛られていて石標が建つていた



(3) 東福寺神社だよリ

落
内
の
人
た
ち
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
、

生
産
活
動
を
維
持
し
て
い
た
も
の
に
使
っ

た
の
だ
ろ
う
。
永
年
使
っ
た
土
器
類
を
大

量
に
廃
棄
し
た
場
所
も
あ
っ
た
。

鍛
冶
炉
が
多
く
出
土
し
て
い
る
こ
と
は
、

図
Ⅱ
の
ス
タ
ジ
ア
ム
の
真
下
に
あ
た
る

所
、
大
溝

。
自
然
流
路
で
四
ま
れ
た
所
が

豪
族
居
宅
跡
で
、
こ
の
五
等
分
の
一
の
エ

リ
ア
に
神
社
域
が
あ
っ
た
こ
と
が
発
見
さ

れ
た
。
神
社
域
は
四
方
を
満
と
柱
穴
列
で

こ
こ
の
豪
族
は
金
属
製
品
の
生
産
に
お
い

て
も
勝
れ
て
お
り
、
鉄
滓
や
鉄
製
品

（武

器
類
、
農
具

・
刀
子
な
ど
）
が
居
宅
内
に

数
多
く
残
っ
た
状
態
で
出
土
さ
れ
て
い
る
。

囲
ま
れ
、
社
殿
は
北
側
に
位
置
し
、
溝
や

土
墳
を
ま
た
い
で
建
て
ら
れ
た
掘
立
柱
建

物
で
建
物
の
前
面
に
一
定
の
空
間
が
広
が

り
、
鳥
居
跡
や
手
水
舎
が
み
ら
れ
神
社
と

し
て
の
聖
域
だ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

１０
世
紀
中
頃
の
古
代
神
社
遺
構
が
市

宮
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
た
だ
け
で
も
価

値
は
高
い
。
そ
れ
が
、
豪
族
居
宅
内
に

あ
っ
た
こ
と
は
豪
族
が
集
落
を
維
持

・

発
展
さ
せ
る
た
め
の
精
神
的
な
よ
り
所

と
し
て
、
神
仏
の
力
を
大
い
に
利
用
し

て
集
落
の
人
々
を
ま
と
め
て
い
た
こ
と

が
伺
い
知
れ
る
。

大
御
堂
堰
が
集
落
形
成
に

大
い
に
役
立

っ
た

家
族
居
宅
の
回
り
を
田
む
自
然
流
路
と

区
画
満
は
、
物
資
の
搬
出
搬
人
に
も
使
わ

れ
た
　
図
１１
に
小
さ
れ
て
い
る
自
然
流
路

は
現
在
の
大
御
堂
堰
の
前
身
だ
と
考
え
ら

れ
、
千
１１１１
川
や
犀
川
と
い
っ
た
大
き
な
河

川
と
結
び
つ
き
、
家
族
の
形
成
の
基
盤
の

一
つ
と
な
っ
た

ク
ラ
ン
ク
状
の
川
は
、
物
流
拠
点
と
し
．

て
便
利
な
船
場
で
、
豪
族
か
官
を
築
く
格

好
の
集
積
地
に
な
っ
た
の
だ

工
房
を
伴

っ
た
手
工
業
生
産

⌒
鉄
、
糸

・
布
生
産

）
に
関
わ
る
空
間

図
皿
の
空
―１１１
イ
、
牢
‐―――
ウ
か
ら
は
鍛
冶

炉
が
多
く
出
に
し
、
鉄
や
鉄
製
品
の
生
産

に
か
か
わ
る
手
ｌｌ
業
乍
産
が
中
心
的
に
行

わ
れ
て
い
た
空
――――
で
あ
る
［
生
活
用
具
と

し
て
必
要
な
刀
ｒ
が
残
っ
て
お
り
紡
錘
車

（糸
を
つ
む
ぐ
道
具

）
、
■
引
き
金

（麻

を
糸
に
す
る
道
具
）
、
鎌

・

鍬
と
い
っ
た
生
産
に
関
わ
る

遺
物
が
多
く
出
土
し
て
い
る
。

私
見
だ
が
、
先
で
も
触
れ

て
い
る
が
、
南
宮
の
豪
族
た

ち
は
、
金
属
製
品
の
生
産
に

勝
れ
て
い
た
こ
と
は
、
鍛
冶

神
金
山
彦
命
を
主
神
と
し
て

崇
め
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

遺
跡
に
現
れ
た
古
代
神
社

は
、
後
年
の
南
宮
神
社
に
容

易
に
は
結
び
つ
く
も
の
で
は

な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
祭

神
は
金
山
彦
命
で
あ
り
、
神

社
所
在
地
も
豪
族
の
居
宅
エ

リ
ア
か
ら
わ
ず
か

一
〇
〇
ｍ

ほ
ど
束
に
ず
れ
た
所
で
あ
る
。

因
果
が
な
い
と
は
言
え
な
い
。

匝亜国 南宮遺跡における集落構造

匝亜コ 平安時代末期の居宅と仏堂

(イ メージ画 )



東福寺神社だより (4)

わ
く
わ
く
す
る
復
元
の
イ
メ
ー
ジ

当
時
、
原
野
で
あ
っ
た
ろ
う
東
福
寺
村

南
宮
に
あ
っ
た
豪
族
た
ち
の
住
居
は
、
自

然
流
路
と
人
工
の
大
溝
に
囲
わ
れ
た

一
町

四
方
の
空
間
に
、
二
面
に
庇
の
付
い
た
大

き
な
掘
立
柱
建
物

（主
屋
）
と
、
当
時
最

大
級
と
も
言
え
る
堅
穴
住
居

（副
屋
）
の

出
現
は
、
見
た
も
の
を
圧
倒
し
た
こ
と
で

あ
ろ
う
。

鉄
製
品
を
作
る
た
め
の
煙
が
も
く
も
く

と
Ｌ
が
る
建
物
が
見
え
た
り
、
糸
や
布
の

生
産
活
動
が
あ
っ
た
り
。
そ
し
て
そ
れ
ら

の
活
気
を
維
持
す
る
た
め
、
仙
く
人
た
ち

の
た
め
に
宴
会
や
儀
式
、
祭
祀
が
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
も
推
測
で
き
る
。

神
社
域
で
は
、
参
道
の
脇
に
手
水
舎
と

な
る
丼
戸
が
あ
り
、
鳥
居
を
く
ぐ
り
、
社

殿
に
参
拝
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
光
景
は
思
う
に
、
こ
こ
に
住
む

豪
族
の
卓
越
し
た
力
を
否
応
な
く
感
じ
さ

せ
る
も
の
で
あ
る
¨
律
令
の
文
書
行
政
の

仕
組
み
を
知
っ
て
い
た
有
力
者
が
「神
社
」

な
ど
を
運
営
す
る
た
め
に
、
陶
印
を
保
持
・

使
用
し
て
い
た
こ
と
な
ど
．
こ
こ
は
た
だ

の
＾
般
班
田
農
民
で
は
な
く
、
有
力
階
肩

東
福
寺
神
社
の
年
中
祭
事

四
月
十
六
日

（土
）

□
春
の
大
祭の

た
祀
い

□
夏
越

六
月
晦
日
～
七
月
十
日

九
月
四
日

（日
）

□
廊
概
籍

□
秋
の
大
祭

宵
祭
り
⌒神
楽
奉
納
）九
月
十
七
日

（土
）

‐̈
，́　

　
　
　
九
月
十
八
日

（日
）

本
祭
り

否
小
火Ｔ
）
九
月
十
九
日

（月
）

□
末
社．̈

ル　
　
　
　
十

一
月
十
三
日

（日
）

□
新
嘗
祭

□
元
旦
祭
　
令
和
五
年

一
月

一
日

（日
）

新
し
い
試
み
で
す

　

″茅
の
輸
く
ぐ
り

，

で

「夏
越
し
の
人
祓
い
」
を
準
備
し
ま
す
ご

子
ど
も
さ
ん
も
お
年
寄
り
も
青
年
た
ち
も
、

半
年
――――
の
け
が
れ
を
祓
い
、
残
り
半
年
間
の

無
病
息
災

。
平
穏
無
■
を
祈
願
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

「杵
鮨
肛
の
■
走
の
デ
す
る
人
は

十^
歳
づ
杏
‐
の
ぶ
と
い
コ

コ
ロ
ナ
終
息
。
悪
疫
退
散
を
願
っ
て
神
社

参
拝
を
―
　
楽
し
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
ぃ ▲秋の大祭・宵祭り/今年は 3年ぶりの四区

合社の神楽奉納ができるといい
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